
 

 

Ⅴ. 開催ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ報告 

 

開催ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ一覧

 
  

時期 プログラム名 テーマ 時期 プログラム名 実施状況 実施方法 テーマ

春学期 春学期

4月 ボランティアオリエンテーション 知る → 中止

ボランティアWelcome week　part1 学ぶ → 中止

5月 ボランティアWelcome week　part2 学ぶ → 中止

ボランティアOnedayプログラム

～ボランティアをはじめるきっかけ作りに～
動く → 中止

海外ボランティア講座
「行ってみよう！海外ボランティア」

学ぶ → 中止

ボランティア・カフェ 知る → 8月以降実施

6月 「夏休みボランティア」セミナー 知る 6月 → 中止

ボランティアプレサミット① 知る →
※10月に

　1回のみ開催

ボランティア・カフェ 知る → 8月より開始

Online　Welcome　Week① オンライン 知る

Online　Welcome　Week② オンライン 知る

Online　Welcome　Week③ オンライン 知る

Online　Welcome　Week④ オンライン 知る

7月 ボランティア・カフェ 知る → 8月より開始

7月 Online　Welcome　Week⑤ オンライン 知る

Online　Welcome　Week⑥ オンライン 知る

Online　Welcome　Week⑦ オンライン 知る

8月
筑波大学付属桐が丘特別支援学校
への授業協力

学ぶ → 中止

ボランティア・カフェ① オンライン 知る

秋学期 一貫連携教育・立教学院
清里環境ボランティアキャンプ

動く
秋学期

→ 中止

9月 ボランティア・カフェ② オンライン 知る

9月 農業体験　in　山形県高畠町 動く → 中止

10月 ボランティア・カフェ 知る 10月 ボランティア・カフェ③ オンライン 知る

ボランティアプレサミット オンライン 知る

11月 海外ボランティア講座（秋学期） 学ぶ → 中止 知る

11月 ボランティア・カフェ④ オンライン 知る

ボランティアプレサミット② 知る →
※10月に

　1回のみ開催

ボランティア・カフェ 知る

筑波大学付属桐が丘特別支援学校
職業訓練受け入れ

学ぶ → 中止

南魚沼市立栃窪小学校交流と
「栃っ子米」販売

動く → 中止

12月 メサイア演奏会招待 動く → 中止

バリアフリー映画上映会
「だれでも楽しい映画会」

動く 12月 バリアフリー映画上映会
オンライン

(新座)
動く

平野センター長講演会・座談会 新座 学ぶ

ボランティア・カフェ⑤ オンライン 知る

2020年 2021年 オンデマンド海外ボランティア講座 オンライン 知る

2月 災害救援ボランティア講座（～3月） 学ぶ → 中止

3月 ボランティアサミット 知る 3月 ボランティアサミット オンライン 知る

2019年度 2020年度

8 9



 

 

   
 

 

   
 

 

 

 
 

 

Online Welcome Week ボランティア・カフェ① ボランティア・カフェ② 

ボランティア・カフェ③ ボランティア・カフェ④ ボランティア・カフェ⑤ 

バリアフリー映画上映会 
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1．学生の関心、問題意識の喚起 

バリアフリー映画上映会「だれでも楽しい映画会」  

開催日時 2020.12. 11（金）13:00 開始～15:30 終了 

開催方法 Zoom によるオンライン上映 

タイトル 映画『バベルの学校』（監督: 監督ジュリー・ベルトゥチェリ、フランス、2015 年､89 分） 

主催 

協力 

運営 

ボランティアセンター、バリアフリー映画上映会学生実行委員会 

バリアフリー映画鑑賞推進団体「シティ・ライツ」、しょうがい学生支援室 

バリアフリー映画上映会学生実行委員会 

目的 

立教大学独自のバリアフリー上映会として、しょうがいの有無に関わらず参加者全

員が「ともに映画を楽しむ」とはどういうことなのか、学生自らが考えながら、企画・運

営を行う。 

内容 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、例年通りの新座キャンパ

スでの上映会ではなく、オンライン会議システム（Zoom）を利用した形態で実施した。 

例年は新座キャンパスの近隣住民の方や、しょうがい者の方をお招きしていたが、

今年の参加対象者は学内関係者(学生・教職員)に限定して開催した。上映会を２部

構成にし、前半では本学バリアフリー映画上映会の歴史・特色の紹介し、後半は映画

のオンライン上映を行った。 

バリアフリー 

対応 
映画本編日本語字幕・音声ガイド付き、第１部手話通訳。 

参加者数 53 名（内、学生実行委員会 11 名、ボランティアセンター関係者 16 名） 

参加者の 

感想 

 

・弱視なので、字幕を読まなくても理解できるのはとてもよかったです。自宅でリラック

スしながら鑑賞できるので、むしろオンラインのほうが参加しやすいです。 

・普通バリアフリーだとすると体が不自由な人や老人などを思い浮かぶようになりがち

ですが、国籍や人種、宗教などの側面でもみなが差別なしに共存できることがバリア

フリーだということを知らせてくれました。自分自身も外国から来た留学生であり、異国

の者はどういう問題を抱えるようになるのか、その人達と共存できる社会を作るために

はどのようにすればいいのかということに関して考えることが出来ました。 

・バリアフリー上映というものを初めて観ましたが、耳からの情報のみで映画を楽しむと

いうことはとても難しい、集中力のいることだなと感じました。作品の内容も、「違い」と

「共通点」、この社会での多様性について考えるうえでとても勉強になり、満足です。ま

た、司会の方、紹介動画のナレーションがとても上手でした！ 

・リアルな場で皆さんと同じ空間を共有できないというデメリットはありますが、一方で距

離や時間の制約があまりなかったので、気軽に参加申し込みできたと思います。 

今後に向けて 

今年は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、一度も対面でのミーティングが出来

ず、週１回昼休みのオンライン（Zoom）でのミーティングのみで準備を進めてきた。 

夏の段階で対面ではなくオンラインでの映画上映ということが決定し、また映画選

定からやり直し、どういう上映会ができるか話し合いを重ねた。 

顔を合わせないミーティングのみで、学生実行委員会のメンバー同士横での連携

を取るのが非常に難しく、また前年度と上映の方法が変わったため、ゼロからのスター

トとなり、学生とのやりとりに非常に苦労した。当初の映画会のコンセプトは「多様性を

認め合い理解する」ということだったが、自分たちにとっての「バリア」とは何か、この状

況下改めて向き合うことになった。 

学生実行委員会に関わる学生は、非常に内向的な学生が多く、且つオンラインの

みのつながりであったので、連絡を取ることすら難しい時もあった。適宜コーディネー

ターが間に入り助言しながら、学生が主体性をもって活動に関わることができるよう配

慮した。また今年度は、オンライン上映会での技術的なサポートのことも考慮し、上映

会の参加者を学内関係者（学生・教職員）に限定し、事前予約制とした。 

例年通りのバリアフリー対応（音声ガイド・移動サポート・文字通訳・点字・ディスプレ

イ制作）ができず、また高校生のボランティア参加もなかったが、上映会の前半部分

で、学生実行委員会の活動紹介や、映画を視聴するにあたっての注意事項を説明
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する動画をオリジナルで作成した。 

バリアフリー映画上映会は今年で 11 年目を迎え、新型コロナウイルス感染拡大に

よる社会情勢の変化に伴い、活動そのものの意義や運営方法を再考するターニング

ポイントを迎えている。今までのようなバリアフリー対応が難しく、次年度もオンライン上

映になる場合、どうやってオリジナリティを加えて新しい形にしていくかが課題である。 

 

  
 

上映会当日の様子 
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２．各種ボランティア講座、講演会の充実 

（１）Online Welcome Week 

開催日時 

2020.6.22(月)、6.24（水）、6.25（木）、6.30（火）、7. 2（木）、7. 3（金）、7. 7(火)  

12：30～13：15 （昼休み） ※オンライン開催 

 

※2019 年度は、各キャンパスに分かれて、それぞれ２回実施 

池袋 2019. 4.22(火)～4.26(金) 9：00～17：00 

新座 2019. 4.8(月)～4.12(金) 9：00～17：00 

開催場所 オンライン（Google Meet によるストリーミング配信） 

内容 

毎年４月に、「新入生オリエンテーション行事」の一環として、ボランティアオリエン

テーションを開催し、学内のボランティア関連部局の紹介、ボランティアセンターの活用

方法、学生ボランティアサークルの紹介などを行っているが、今年は新型コロナウイルス

感染拡大の影響で中止となった。 

そこで、新入生や在学生に向けた、各学生ボランティアサークルの発信の場として、

オンライン会議システムを使い、所属メンバーが自らのサークルを紹介する企画「Online 

Welcome Week」を開催した。両キャンパスで活動するボランティアサークルのうち、活

動のカテゴリーに分け、１回につき２団体を７日にわたり紹介した。 

 各回とも、ボランティアコーディネーター２名と各サークルの代表数名までの構成で、

プレゼンテーションや質問を交えながら座談会形式で進める様子を Google Meet による

ストリーミング配信にて行った。各サークルの活動の魅力、活動をはじめたきっかけ等、

サークル活動を通じたボランティアの楽しさを直接届ける良い機会となった。 

予約不要で、「お気軽に参加できます。」と宣伝したことが、学生にとって参加しやす

い理由のひとつになったのか、短い昼休みの時間に、延べ 437 名の参加（昨年度の参

加者は、両キャンパスで計 214 名）があった。ボランティアサークルへの関心の高さを

窺うことができ、また参加人数の推移から、興味関心への傾向も知ることができた。オン

ライン化することにより、興味のあるサークルの情報がキャンパスを越えて収集できると

いうことは、学生にとってもメリットがあったと思われる。 

なお、イベント開催情報は、学内ｅポートフォリオ「立教時間」のイベント掲載ページと、

ボランティアセンター専用の SNS（Instagram、Twitter）上で告知し、また事前に URL と

Google フォーム（事後アンケート）を掲載した。立教アカウントを有する在学生・教職員

のみがアクセス可能な設定で案内した。 

 

＊参加サークル／ 【カテゴリー】 （参加人数） 

6.22（月） 日曜学校さゆり会、RESC／ 【子ども】 （116 名） 

6.24（水） バリアフリー映画上映会学生実行委員会、ボランティアパフォーマンス 

 サークルどりぃむぼっくす／  【しょうがい・福祉】 （50 名） 

6.25（木） SEMBRAR、立教 YMCA／ 【総合】 （49 名） 

6.30（火） Frontiers、東日本大震災復興支援団体 Three-S／ 【復興支援】  （91 名） 

7.2（木） REPC、立教献血運動の会／ 【環境】【総合】 （25 名） 

7.3（金） PRC（Philippines relationship club）、立教大学アジア寺子屋 

 ／ 【国際】 （69 名） 

7.7（火） Bambino、点々虫の会／ 【子ども】【しょうがい・福祉】 （37 名） 

今後に向けて 

キャンパスに立ち入ることもできず、授業でも課外活動でも、同じ大学の学生たちに

会うことのできない中、「Online Welcome Week」の開催は、学生同士、またボランティア

センターと学生のつながりを持つ一つの良いきっかけとなった。 

春先から、サークルの学生は皆、新型コロナウイルス感染拡大の影響で「活動するこ

ともできず、新歓活動を行うこともできない」という問題を抱えていた。いかに自分たちの

活動を継続していくのか、また新入生を中心とした在学生にどのようにアピールをしてい

くのかということに悩まされていたが、この時期に「Online Welcome Week」を開催したこと

は、サークル支援の面からも、有意義なものとなった。 

このようなイベントで、サークルの学生たちが、活動の理念や楽しさ、やりがいを発信
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できたことは、アウトプットの場としても非常に意味があったと思われる。限られた時間の

中で準備を行い、当日学生たちがとても生き生きとした表情で活動の話をする様子は、

画面越しではあっても、参加者に十分に伝わるものであり、加えて、ボランティアセン

ターのスタッフも学ぶものが多くあった。 

また、本イベント終了後に、サークルの学生の多くから、お礼の連絡があったことは、

大変喜ばしいことであった。例年の対面形式の同じようなイベントでは、あまりなかったこ

ともあり、このような学生の反応からも非常に意味があるものであったと感じた。 

しかしながら、当センター初のオンラインイベントということもあり、配信にあたっては、

毎回、ハプニングがつきものであった。スタッフも交替で在宅勤務であり、学生も自宅か

らの接続となるため、動画の再生や、学生とのやり取りなどでも苦労し、工夫しながら対

応していかなければならない場面が多々あった。 

スムーズに進行するために、各回のプログラム終了後に、スタッフ間で振り返りを欠か

さず行い、事前注意事項の周知や当日の進行・記録、動画の再生のタイミングや方法

など、反省点を話し合い、改良を重ねた。 

次年度も、今年度開催した本イベントを基に、学生たちのニーズにかなった新たな内

容を盛り込みながら、ボランティアに関心のある学生と各ボランティアサークルとをつな

いでいくことのできるよう支援していきたい。 
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（2）海外ボランティア講座 

オンデマンド 「海外ボランティア講座」 

開催日時・ 

場所 
ボランティアセンターホームページでのオンデマンド配信 

主催 

共催 

 

 

ボランティアセンター 

認定 NPO 法人 CFF ジャパン 

特定非営利活動法人 グッド 

特定非営利活動法人 JHP・学校をつくる会 

開催の経緯 

「海外ボランティアや海外ワークキャンプに興味・関心がある」、「海外での経験を

今後のキャリアに活かしたい」等の学生を対象にオンデマンドの海外ボランティア講座

の配信を開始した。 

海外ボランティア講座は、例年、春学期と秋学期に、対面で実施していたが、

2020 年度春学期は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となり、秋学期

の開催については、春学期に開催したオンライン・ウエルカムウィークのアンケート結

果により、新入生の海外ボランティアに対する関心が非常に高いことが判明したことも

あり、どうにか開催できないか検討を重ねた。 

しかし、海外渡航やボランティア活動など対面での課外活動を行うことが困難な状

況も鑑み、対面での開催はもとより、オンラインのライブでの開催についても、難しいと

いう判断となった。 

しかしながら、このような状況下でも、学生の関心の高い海外ボランティアの魅力を

発信し続けることは重要であると考え、また、この状況が緩和された段階で、すぐに海

外ボランティアの活動が再開できるように今のうちに準備をさせる必要もあると考え

た。さらに、このまま中止や延期の期間が長期化すると、学内外で有する海外ボラン

ティアに関するノウハウが失われていく可能性などを考慮し、継続して海外ボランティ

ア主催団体の情報や参加学生の体験談を学内に蓄積していく必要性が認識され、

海外ボランティア講座をオンデマンド配信で行うことになった。 

準備 

本学の学生の参加実績が特に高い海外ボランティア主催団体に呼び掛け、①団

体紹介、②他団体と比較した団体の特徴、③例年の募集プログラム、④概算の参加

費用、⑤参加にあたっての注意事項、⑥立教生に向けたメッセージの動画を作成い

ただいた。 

また、今回、紹介する海外ボランティア主催団体から参加した学生に、活動のまと

めとこれから参加する学生へのアドバイスからなる体験談の動画の作成を依頼した。 

なお、海外ボランティア主催団体、参加学生の体験談は、今後、随時追加する予

定である。 

これら動画と合わせて、ボランティアセンターでは、海外ボランティア講座の趣旨や

現時点での注意点などの説明する動画を作成し、ボランティアセンターのホームペー

ジに、オンデマンド「海外ボランティア講座」として公開する準備を行った。 

また、一方向とならないように、オンラインで質問を受付けられるようにした。 

 

2021 年 2 月 5 日（金）より配信を開始した内容は、以下の通りとなる。 

 

はじめに 

ボランティアセンターの説明動画 

 

海外ボランティア主催団体の紹介 

認定 NPO 法人 CFF ジャパン紹介動画 

特定非営利活動法人 グッド紹介動画 

特定非営利活動法人 JHP・学校をつくる会紹介動画 

 

参加者の体験談 

2016 年 韓国 「日韓交流キャンプ」 参加体験談動画 

ｺﾐｭﾆﾃｨ福祉学部ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科４年次 長壁 唯 
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2019 年ミャンマー 「ミャンマースタディーツアー」 参加体験談動画 

文学部文学科（文芸・思想専修)４年次 清水 綾乃 

2020 年マレーシア 「マレーシアワークキャンプ」 参加体験談動画 

現代心理学部心理学科３年次 高橋 歩実 

2019 年カンボジア 「カンボジア体験ボランティア」 参加体験談動画 

経営学部経営学科２年次 佐藤 花凜 

 

質問・問合せ  

 

今後に向けて 

今後、春学期と秋学期に、情報を追加し、蓄積していけるように、海外ボランティア

主催団体と良好な関係を維持していく必要がある。 

また、海外渡航制限などの情報の収集にも、注力する必要がある。 

質問・問合せに寄せられた情報を集約し、海外ボランティア主催団体にフィード

バックし、また、学生のニーズを反映した動画を作成していくことが、課題となる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンデマンド配信の様子    
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３．学生活動支援 

（１）ボランティアクラブ 

 ① 立教エコキャップ推進委員会(Rikkyo Eco-cap Promotion Committee)の活動 

テーマ 学生ボランティア団体立教エコキャップ推進委員会(REPC)の活動展開 

目的 
➀社会的貢献に寄与すること。 

②清掃業者の方々の負担を減らすこと。 

活動概要 
➀立教大学を中心として学内外においてエコキャップ運動を展開する。 

②学生ボランティアサークル「REPC」を立ち上げ、継続的な活動をめざす。 

学内 

➀池袋キャンパス内に８か所ペットボトル回収ボックスを設置する。 

第一食堂、レストランアイビー、山小屋、９号館食堂、図書館入口、メイザーライブラ

リー、ポール・ラッシュ・アスレティックスセンターなど 

②回収したキャップはまとめてボランティアセンターへ持参する。 

今後について 

2019 年度にサークルが設立され、上記の活動を行っていたが、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響で、春学期はキャンパスへの立入制限もあり、活動も制限される

中、夏季休業中に、サークル代表よりメールにて活動再開を希望する相談があった。 

当該サークルは、昨年度まで設立の経緯や引き継ぎ、また活動に関しても、自主

的な運営には至っておらず、今年度、活動が継続されるのかどうか危ぶまれる部分も

あったが、新しい幹部学生については、コロナ禍の制限の中でも、自分たちの活動内

容を見直し、今できる事を前向きに捉え活動する意気込みが感じられるようになった。 

８月から計３回の web 面談を行い、活動の具体的な内容について相談する中で、 

活動への意欲はあるものの、「（自分たちの）回収物をボランティアセンターに預けるこ

とは可能か？」等の質問もあったことから、当センターの支援のあり方を踏まえてメン

バー間の自助努力を促した。その結果、メンバー間でエコキャップに加えて古着も回

収し、集約したものを自分たちで手配した業者に渡すところまで、自主的に動く方向に

進んでいる。 

しかし、キャンパス内でのキャップ回収活動は、他部署への理解・協力から取りまと

めを当センターが担っている部分があり、その点に関しては、次年度また学内での活

動が再開する際には、改めて面談の機会を設け、認識してもらう必要があると考える。 

 

② 東日本大震災復興支援系サークルの活動（Frontiers、Three-S） 

テーマ 東日本大震災復興支援系サークル Frontiers、Three-S の活動展開 

活動概要 ・年数回、東北を訪問し、地域の人々との交流・出会いを大切にする。 

・被災地に赴き、現在の被災地の姿、残された課題に取り組む。 

 

 

 

 

 

相談概要 

これまで、年に数回現地を訪問し、活動の主な内容が、地元の人の話を聞きながら

の交流が中心であったサークルの学生にとって、新型コロナウイルス感染拡大の影響

で現地に行くことができない状況は、大変大きな打撃となった。 

震災から９年が経ち、現地の人は、「来てくれるだけでいい。」と言ってくださるもの

の、「本当に行くだけでよいのだろうか…」と、支援のあり方について悩み、またメンバー

のモチベーションなども問題になっていた。そのような中、コロナが追い打ちとなり、サー

クル内で定期的な Zoom ミーティングを行っても、参加する学生は半数程度であること

を、６月の web 面談の際、幹部学生は悩んでいる状態であった。 

これらの悩みは、２つのサークルに共通していたこともあり、まずは、学内の同じ震災

復興支援のサークル同士横のつながりを持ち連携を深めていくことができればと、陸前

高田サテライト事務局のスタッフの協力も得て、話し合う機会を設け、定期的に面談を

続けている。 

 他大学の復興支援サークルとの連携や、現地への訪問はできなくても、キャンパス

近隣の小学校で防災等について自分たちの経験を伝えていく活動等についても提案し

た。このように可能性を検討していく中で、10 年目の「3・11」に向けて、何か「今までと

は違う活動だが、形に残るものを行う」という方向に目標が定まった。 

一時期は、サークルの存続自体をも悩んでいたこともあったが、「辞めることは簡単
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だが、続けることに意味がある。」と伝え続け、他のサークルとのつながりの中、従来のも

のにこだわらない形で新しい再スタートを切って、今、動き始めている。 

 

 

 

 

今後に向けて 

上記の10年目の「3・11」では、それぞれの「3・11」の記憶を語っていただき、記録

（アーカイブ）に残すという活動を柱に進んでいく方向性が決まった。この後10年後の

大学生にもどう伝えたいか、後の世代に伝える復興支援の意義等も考えながら、これ

まで関わってきた現地の人たちに加え、移住者などの声も集めていくようである。また、

OB・OGの協力を得ることもアドバイスしている。 

しかしながら、動画を作る計画に、なかなか人が集まらず、また、現地の方々との予

定調整の難しさなどからメンバーの活動意欲が落ちてきている部分も否めない。心配し

ている OB・OG もいる中、現役の学生の動きが停滞している状態である。 

スタッフ側は、状況を見守り、今後もよく話し合いながら、より適切な支援を行ってい

きたいと考える。 

 

③ バリアフリー映画上映会の活動 

テーマ 「ダイバーシティ（多様性）を認め合う」をコンセプトに、しょうがいの有無に関わらず皆

が楽しめる映画会をつくる。 

 

 

 

活動報告 

今年度も代表（新座）、副代表（池袋）の学生、各班の班長からなる「本部員」メン

バーが中心となって約10か月の間活動を進めてきた。４月の活動開始の時点で、映

画会のコンセプトや活動方針を決定し、週に一度オンライン（Zoom）での昼のミーティン

グを行って準備をしてきた。 

オンラインでのミーティングでは学生同士の情報共有や意思疎通がうまくとれず、話

し合いが進まないことが多く、例年以上に労力を費やした。コーディネーターが毎回ミー

ティングに参加し助言をしながら、逐一進捗状況を確認した。 

加えて、夏の時点で対面での上映会開催が難しいことがわかり、急遽オンラインでの

上映会実施に変更となった。上映作品の変更も余儀なくされ、今までのバリアフリー対

応が難しくなり、どうしたら立教らしいバリアフリー映画上映会ができるか学生とボラン

ティアセンターで何度も話し合いながら検討を進めた。 

当初は、例年通りの文字通訳・音声ガイド・移動サポートなどのバリアフリー対応がで

きず、学生たちの中にも少なからず戸惑いの色が隠せなかったが、次第に立教らしさの

溢れるオンライン上映会をどう作り上げていくかアイディアが出て来るようになった。対

象者も学内関係者（学生・教職員）限定となったが、「学内でのバリアフリー映画上映

会の周知につなげよう」と意識を変えて取り組んだ。また、映画の上映前に例年の活動

紹介の動画を流すなど、直接集まることのできない中、自分たちにできることを模索し

本番を迎えた。 

 

 

 

今後に向けて 

今年度の課題も、学生同士の横の連携がうまくいかなかったことである。 

「何のために、だれのために映画を上映するのか」「バリアフリーの意味」などの根幹

になる部分を学生、ボランティアセンター共に考え共有していく必要がある。オンライン

でのミーティングはどこからでも参加ができるメリットはあるが、学生の主体性が現れにく

いというデメリットもある。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響より、来年度もオンラインの映画上映会になる

可能性が高い。次年度に向けて、バリアフリー映画上映会のコンセプトも含め、学生と

ボランティアセンターで再度話し合いをし、映画会をゼロベースから作り上げていく必要

がある。映画会自体の目的や意義もきちんと共有した上で、「バリアフリーとは何か？」

という原点に立ち戻って、学生とボランティアセンターが共に新しい上映会の形を作っ

ていくことができればと考える。 
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４．国内キャンプの主催、プログラム開発 

※新型コロナウイルス感染拡大の影響で、2020 年度の開催は中止のため、今年度の本報告書では、昨年

度の概要及び、これまでの参加学生の声を掲載します。 

（1）一貫連携教育・立教学院清里環境ボランティアキャンプ 

＜2019 年度概要＞ 

開催日時 2019. 8.15（木）～ 8.17（土） 

開催場所 山梨県北杜市高根町清里、公益財団法人キープ協会 キープ清里キャンプ場 

主催 

共催 

学校法人立教学院、立教大学ボランティアセンター 

公益財団法人キープ協会 

内容 

立教学院の一貫連携教育の目標の一つである「共に生きる力を育てる」をテーマ 

に、①自然から学び自然と共に生きる方法を学ぶこと、②環境問題に関心を寄せ、 

その環境を守るために力を合わせること、③年齢や学校が違う参加者が共に参加し 

て理解を深めあうこと、を目指し、立教学院の児童・生徒・学生・教職員が清里の地 

に一堂に会し、キャンプ開始以来、活動の柱としてきた環境整備に関わるボランティ 

ア活動を行った。 

今回、立教学院に託された環境ボランティアは【自然歩道「カラマツ林の小径」の

整備】であった。自然歩道の中で、「カラマツ林の小径」は、さまざまな種類の動植物

を観察できるほか、新緑や紅葉を楽しむことのできる人気の高いコースだが、雨が続く

と大きなぬかるみができたり、本来は道ではない部分に道が出来たりする整備が必要

な場所である。作業当日は、「利用者が不安なく安全に歩けるようにしよう」と気持ちを

一つにして作業に取り組んだ。 

初日は、グループ毎に１枚の模造紙にグループの目標、個人の目標・役割をまと

め、メインホールに貼り出した。２日目はキープ協会レンジャーの指導の下、泥まみれ

になりながら黙々と作業に汗を流し、最終日はグループ毎に振り返りシートを作成し、

お互いの成果を発表しあった。雨天のために残念ながら「ナイトハイク（星空体験）」は

実施できなかったが、大学生企画によるアイスブレーキングやレクリエーション、高校

生と大学生との交流会なども行われ、異年齢間での楽しく有意義な交流の時間を持

つことができた。 

【主なプログラム】 

8.15（木） 開会礼拝、オリエンテーション、ポール・ラッシュ記念館の見学、 

目標・役割づくり 

8.16（金） 環境整備ボランティア活動（自然歩道「カラマツ林の小径」の整備）、 

       レクリエーション、高校生と大学生の交流会 

8.17（土） 振り返りシート作成、閉会礼拝 

参加者数 
小学校：32 名、池袋中：７名、池袋高：４名、新座中：３名、新座高：３名、 

大学：12 名、各学校スタッフ：９名、合計 70 名 
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＜参加学生の声＞ 

「一貫連携教育・立教学院清里環境ボランティアキャンプ」を経験して 

 

コミュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科２年 富田紗彩 

 

このボランティアキャンプで感じたことは立教学院で学ぶ小中高生のチャレンジ精神と好奇心、協調性

の高さ、それから豊かな想像力である。 

私は山の中での作業に気合を入れていたが、いざボランティアを本格的に行う日になると、小中高生

が自ら率先して作業をしてくれた。作業の準備を一生懸命やる彼らの姿は、義務感というよりも「やってみ

たい」という気持ちが溢れているように感じた。長い木の枝を切り分ける作業のときには班の全員が「自分

が切りたい」と口にしたので、喧嘩になるかなと心配になり声を掛けようとした。 

すると２度目の参加である小学校６年生が「低学年の子から切っていこう」と声掛けをして班をまとめて

くれた。その行動は私にとってとても意外だったので感動した。その子は今までリーダーである大学生に対

して少し反抗的な態度を取ることが多かったからだ。一見反抗的でわがままであっても、しっかりと周りを

見て判断できるのだと思った。 

一時の感情や態度だけで他人を判断し決めつけてしまうのは間違っているということを改めて心に刻み

つけることができた瞬間だった。 

私はこのボランティアキャンプに参加して以降、会議などの場で積極的に意見を言うようになった。これ

は小学生の「自分が言いたいことを言い、やりたいことをやる、そしてそれを実行する」という姿勢から影響

を受けたものである。 

小学生の「自分がやりたいこと」に対して取り組む姿勢は単に自分勝手な行動とは違うもので、どこか

かっこ良く感じた。人は大人になると周りの空気を読みすぎてしまい、やりたいことや言いたいことを自分自

身で抑制してしまう気がする。そのような悪い意味で大人びた行動は、周りに気を使っている行動であると

は限らないということを、小学生の真っ直ぐな心から学ぶことができた。 

また「清里環境ボランティアキャンプ」の魅力として、２つの「つながり」を感じられるということがある。 

１つ目は「自然と人間のつながり」だ。私の班の高校生は「日頃は部活づくしで清里のような自然豊かな

場所には行ったことがなかったため、森に入った時は心がなんとなく浄化されていくような気がした」と話を

してくれた。 

私はこの意見に共感した。森に手を加えることは、人間が自然界を侵食してしまうことなので良くないこ

とだと頭で考えていた。しかし実際に現場に立ってみると様々な課題が浮かび上がり、それを解決するに

はどうしたらいいのかについて年齢の壁を超えてみんなで考えていた。 

そして実際に行動に移すときには、一人ひとりが今自分はなんの作業をするべきなのかを考え、お互い

に声を掛け合いながら作業した。これらのことは日頃学校で勉強できるものではない。 

このように森などの自然は、私たちに「教育の場」を提供してくれた。人が自然と関わることで私たちは

自然の良さに触れることができる。すると、そこから自然を守りたいという意識が生まれる。そのため、自然

に人間が手を加えることは決して悪いことだけではないと思うようになった。大自然の中でのボランティア

活動で、自然の偉大さと、その中での人と人、人と自然のつながりを感じた。 

２つ目のつながりは「立教」だ。このボランティアキャンプが終わる頃には、はじめ、なかなか名前を呼ん

でくれなかった人ともあだ名で呼び合うようになるほど全員と仲良くなり、解散のときには寂しくなるほど親し

くなることができた。来年またキャンプで会えることを共に願った人もいるほどである。これは参加者の人柄

の良さが反映されたものかもしれないが、そこに「立教」という共通のつながりがあるからこそ生まれた絆で

あると感じた。 

２泊３日という短い時間ではあったが、その前の準備段階のことを考えると長旅であったように思える。

事前研修段階でも学ぶことは数多くあったものの、本番の３日間で自然や他世代の仲間から学んだこと

はとても大きかった。「清里環境キャンプボランティア」を通して出会ったたくさんの思い出は全て私の宝

物となった。このキャンプが行われるきっかけとなった全ての方々や全てのもの、そして機会に感謝したい。

来年以降もこの素晴らしいキャンプが続いていくことを願っている。 
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（２）夏季フィールドワーク、農業体験 in 山形県高畠町 

＜2019 年度概要＞ 

開催日時 2019. 9. 2（月)～ 9. 7（土） 

開催場所 山形県東置賜郡高畠町和田民俗資料館、ゆうきの里・さんさん 

共催 上和田有機米生産組合 

内容 

【事前学習】 

第１回（7.13）は、参加学生の交流を深めることと、「高畠」という地での経験を前に

何に向き合うか、各自の目的をしっかり意識するための研修を行った。次回の研修会

に向けて、各グループに「高畠町」「有機農業～食文化・米」「有機農業～環境・自

然」のテーマを分担した。 

第２回（8.28）は、参加学生の仲間同士や高畠とさらに近づき、それぞれが持つ学

びの意識を支えあうため、佐藤一宏総長室社会連携教育課課長が「高畠と立教大

学がともに紡いできたもの」というテーマで講話した。その他、それぞれの参加動機を

共有し、互いに支えあう関係づくりを行った。 

【現地プログラム】 

9. 2(月) 援農、渡部宗雄組合長による講演 

「上和田有機米生産組合の歴史と未来」、ふりかえり 

9. 3(火) 援農、組合青年部との交流「高畠で農とともに生きる」、ふりかえり 

9. 4(水) 援農先で民泊１日目、ふりかえり 

9. 5(木) 援農先で民泊２日目 

立教卒業生との交流「人生の選択」、ふりかえり 

9. 6(金) 援農、発表会、交流会、ふりかえり 

9. 7(土) 初代組合長菊池良一氏によるそば打ち体験 

【事後学習】 

10.5（土）に行われた事後研修会では、ふりかえり集を配布し、それぞれの参加動機

（目標）に立ち返った。 

参加者数 15 名（男６名・女９名）、スタッフ３名 
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＜参加学生の声＞ 

「農業体験 in 山形県高畠町」を通して 

法学部政治学科３年 井上果奈 

 

農業体験では、「生命」とは「人生」とは、「食べる」とは何か、考えるきっかけをもらい、人の温かさに触

れることができた。 

援農に行く前はあくまでもお手伝いしに行くという気分でいたが、実際は農家の方と同レベルの作業を

こなすことが求められた。自分が頼りにされたことが嬉しいものの、不安もあった。 

しかし、着々と作業を進めて行く中で、額から落ちる汗を拭って青空を見上げた時、かつて感じたこと

がない程の達成感と幸福感を得た。振り返ってみると、自分の歩んだ軌跡がはっきりとあった。刈り取ら

れ大きいロール状になった飼料用の稲がいくつも転がり、田んぼは丸裸になっていた。農作業は目に見

えて自分の成し遂げたことがわかるため、達成感をより強く感じられた。 

大袈裟に聞こえるかもしれないが、自分の存在理由を一つ見つけた気がした。私の行動の一つひとつ

がいつか誰かの糧となり、生命をつないでいくのだと思うと、妙に誇らしい気持ちになった。 

そして、自分で何かを産み出すことの尊さを深く実感した。私は今までに何かを全力で成し遂げたとい

う体験がなく、そんな自分の人生に飽き飽きしていた。しかし、農作業という「食」を通じて「生命」に直接

関わる大事な作業を成し遂げたことで、少し自信がつき、人生への向き合い方が変わったように思う。 

華々しいことを成し遂げるだけが人生への糧になるのではなく、地味な単純作業から得られることも沢

山ある。どんな経験から何を得るかは自分次第なのだと思った。 

また、農家の渡部五郎さんが「今みんながここにいるのは奇跡だ、沢山の選択を経てみんなは今ここ

にいる」とおっしゃっていた。懇親会では、渡部郷士さんに二浪したことを告げると「志望校に受かってい

たら確実に今ここにはいない」と言われた。これらを聞いたとき長い間、心に巣食っていたモヤモヤが晴

れた。 

私が選んできた道は間違いではなかったと思った。自分の人生に誇りが持てた瞬間だった。「高畠に

来ることができてよかった、立教に来てよかった」と心底そう思えた。 

ロール状になった飼料用の稲が沢山転がっている丸裸の田んぼを思い出し、私が一つひとつ選択した

道が全てつながった気がした。様々な選択によって今の私がいると思うと晴れやかな気持ちになった。 

それから、実際に生産者の一助となったことで、食のありがたみがわかった。我々が何気なく残してい

る食べ物も、沢山の愛情や労力がかかっているということを知った。我々はもっと生産者に敬意を払い、

食べ物を大切にしなければならないと一層思った。 

高畠には沢山の魅力がある。それは人の温かさや食べ物の美味しさだ。高畠の方々は、我々を温かく

迎えてくださった。たった５泊６日の関わりの中でもとても優しく、真剣に向き合ってくれた。高畠の皆さん

は家族のように接してくださり、その居心地の良い温かさがとても嬉しかった。 

私は高畠が大好きになった。今でも高畠の方々との交流は続いており、高畠は私の心のふるさとのよ

うになっている。どこかで高畠の話を聞くと誇らしい気持ちになるし、台風で被害を受けたと知った時は胸

が潰れそうになった。私が高畠を大事に思う気持ちは、東京に帰ってきてからも大きくなっている。短い

期間しか関わっていないのに、大事に思える存在に出会えたこと、それ自体が奇跡のようなことであると

思う。 

それに、高畠の食べ物は本当に美味しい。とれたての新鮮な食べ物は東京のスーパーで買うものとは

全然違うのだ。とれたてであるということはそれだけ生き物の「生」「命」を感じやすい。食べた瞬間に、自

分の体の中が潤う感じがある。自分で手入れしたものを食べるとき、大地とのつながりをひしひしと感じら

れる。高畠から帰ってきて東京で同じものを食べても、何かが違う感じがした。 

高畠では様々な学びがあった。行く前と行った後では、全く違う感覚が自分の中にある。言葉にはでき

ない感動を手に入れることができ、実りの多い５泊６日だった。 
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（3）上和田有機米生産組合の「特別栽培米」販売等実施 

日  程 申込期間： 2020.10.5(月)～10.15（木） 

内  容 

昨年度までは、池袋キャンパスの学食内に、今年度農業体験に参加した学生が自

分たちの体験を紹介するパネルの展示やチラシの配布などを行っていたが、今年度

は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、農業体験が中止になった。 

約30年間続いてきた農業体験が初めて中止となったことで関係が途切れてしまわ

ないよう、上和田有機米生産組合関係者の方々約 25 名に、暑中お見舞のはがきを

送った。 

また、2018 年度、2019 年度に農業体験に参加した校友や職員を対象にメールで

呼びかけ、山形県高畠町上和田有機米生産組合の特別栽培米を販売することと

なった。注文は、Google フォームへの入力で管理し、約 50 名、計 220kg の注文が

あり、キャンパスで受け渡しを行った。 

そして、上和田有機米生産組合と本学との長きにわたるつながりも考え、校友会

が、コロナ禍における学生支援策の一つとして、有機米を学生に贈呈することも決定し

た。当初１人当たり５kg を 100 名分贈呈予定だったが、希望者が予想以上に多かっ

たため、920 名分に増枠された。 

  

 

活動の様子 
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５．その他のプログラム 

（1）ボランティアプレサミット 

開催日時 

2020. 10.21（水） 12:30～14:30 ※オンライン開催 

 

※2019 年度は、下記要領にて開催 

第１回：2019. 6.10（月）12:35～13:15、第２回：2019.11.21（木）12:25～13:15 

池袋キャンパス ５号館１階第１会議室 

新座キャンパス ７号館２階会議室 

開催場所 オンライン（Zoom によるミーティング形式） 

参加者 

【プレサミット参加団体】  計 17 団体、29 名 

1. R.S.C.C（Rikkyo Sea Cleanig Circle）、2. R E P C（立教エコキャップ推進委員会）、 

3.日曜学校さゆり会、 4. 堀之内セツルメント（立教大学子ども会）、 

5. RESC（立教教育研究会）、 6. PRC(Philippines Relationship club)、 

7.東日本大震災復興支援団体 Frontiers、 8. B.S.A.第８支部、 

9.立教大学 G.F.S、 10. 立教 YMCA、 11.点々虫の会、 

12.子どもクラブ Bambino、 13. バリアフリー映画上映会学生実行委員会、 

14.アジア寺子屋、 15.ボランティア・パフォーマンスサークル どりぃむ・ぼっくす、 

16.東日本大震災復興支援団体 Three-S、 17. SEMBRAR 

内容 

昨年度までのプレサミットは、第１回を６月、第２回を 11 月と年に２回開催し、主

な活動拠点により、池袋・新座と会場を分けて行っていたが、今年は新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響で、６月の開催が中止となったこともあり、10 月下旬に１回限り

開催する運びとなった。 

秋口にかけてボランティアサークルの幹部から、コロナ禍で、これまでとは状況が一

変し、今までと同じ活動を行うことが難しいという相談が数多く寄せられていた。そこ

で、プレサミットを、2020 年度は予定を前倒し、この時期にオンラインで開催すること

にした。 

オンラインで、池袋と新座の両キャンパスを超えたサークルのつながりの場を作

り、少しでも学生の間で情報を共有できればと考え、ボランティアセンターの支援対

象となっている 19 のすべてのボランティアサークルに、授業がある場合やどうしても

都合のつかない場合を除き、できる限り参加するように呼びかけ、各サークル２名ま

で参加可能とした（昼食可、途中退出可）。 

参加メンバーを取りまとめる際には、Google フォームを用いて、情報共有したいこ

とや相談したいことなどを事前に集約し、学生の声を生かしたプレサミットになるよう

準備を整えた。 

例年は、第１回で、学生ボランティアサークルの新歓活動の報告や活動の現状に

ついて、それぞれが抱える課題を共有し、第２回で、新体制に向けた引継ぎに関す

るアドバイスや、次年度のオリエンテーションに向けた説明などを行っている。今回

は、そのどちらの要素も取り入れながら、事前に行ったアンケート結果等を踏まえて、

コロナ禍における活動の悩みを共有することに絞り内容を構成した。 

 

1．開会のあいさつ 

プレサミットの主旨・ねらいの説明 

2．学生ボランティア団体紹介（１団体約１分程度） 

3．ボランティアセンターから連絡事項、確認事項 

コロナ禍における活動の留意点／ボランティア保険について／ 

サークル幹部世代交代後の連絡先報告について／ 

ボランティアサミット（３月）、ボランティアオリエンテーション（４月）開催 

4．サークルの現在の状況について情報共有（全体） 

  事前アンケートの結果内容を共有 

5．サークルの現在の状況、これからの活動についてディスカッション 

（15 分×２回）  ※Zoom のブレイクアウトセッション機能を使用 
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①分野ごと ②シャッフル 

 例）今後の活動について、新歓について等 

6．その他（連絡事項など） 

 

司会進行は、主に両キャンパスのコーディネーターが２名交替で行った。ディス

カッションでブレイクアウトセッションの振り分けを途中で変更する必要もあったため、

スタッフ間で事前に十分に話し合い、設定方法や役割を共有し、何か問題が起きた

際にも全員で対応できるように、リハーサルを行いながら、対処方法などの細かい部

分まで共有した。 

プログラムの「4.」で事前アンケートの結果内容を共有した後に、「5.」で学生同士

のディスカッションという流れの中で、ともすれば、問題点や悩みの言い合いに終

わってしまう可能性も考えられた。そこで、お互いに苦労していることを共有しながら

も、工夫している点や参考になる情報なども共有しようと伝えた。今回の主旨にか

なった話し合いができるよう、スタッフが随時各グループを巡回し、必要に応じて、学

生同士が話しやすくなるような雰囲気作りを促した。 

また、それぞれのグループ内で、話し合った内容や共有できたこと等を、全体へ

の情報共有として、チャット機能で全体に簡潔に書き込むように指示した。そのこと

で、次のセッションがより充実したものとなり、工夫できる点なども共有することができ

た。そうすることで、開催側スタッフも全体的なポイントを把握することができ、最後の

ボランティアセンターから全体へのフィードバックも行いやすく充実したものとなった。 

所感 

今年度はオンラインに形を変えての開催となったが、オンラインだからこそできる

効率的な機能を取り入れることで、一度により多くの情報が共有できた。 

例えば、事前アンケートの結果を画面上で共有することで、グループに分かれた

際に、それぞれに工夫していることを学生同士がすぐに話し合うことができることや、

キャンパスの隔たりを超えて、全員で一度に話し合いや情報共有ができる点などで

ある。 

コロナ禍で、「思ったように活動ができない。」というメンバー誰もが持つ悩みに加え

て、サークルの幹部学生は、「サークル内の部員間でのモチベーションの温度差」に

ついても不安を感じており、サークルの存続そのものを危惧する代表も少なくなかっ

た。 

今回のオンラインプレサミットを通じて、学生たちは、同じ悩みを共有しながら、停

滞していたサークル活動を復活させるヒントを得て、再び動き出そうと前向きになっ

ていった。サークル同士でコラボレーションの可能性なども考えながら、横のつながり

を広げていこうとする学生たちの姿はとても印象的であった。 

このように、ボランティアセンターが、コロナ禍で「今できること」を考え、学生ボラン

ティアサークルが一堂に会し、情報交換・共有するという、学内の他部署に先駆け

企画したこのような学生支援は、非常に有意義な機会となった。 
 
 

   
  

Zoom メインルームの様子 
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（２）ボランティアサミット 

開催日時 2021.3.8（月） 9:30～12:30 

開催場所 オンライン（Zoom によるミーティング形式） 

参加者 

池袋キャンパスを中心に活動している 12 団体に加え、新座キャンパスを中心に活

動する６団体が以下のとおり参加して実施した。 計 18 団体 

【池袋キャンパスで活動する団体】 

1.R.S.C.C（Rikkyo Sea Cleanig Circle）、 2.R E P C（立教エコキャップ推進委員会）、 

3.日曜学校さゆり会、 4.堀之内セツルメント（立教大学子ども会）、 

5.RESC（立教教育研究会）、 6.PRC(Philippines Relationship club)、 

7.東日本大震災復興支援団体 Frontiers、8.B.S.A 第８支部、 

9.立教大学 G.F.S、 10.立教 YMCA、 11.献血運動の会、 12.点々虫の会 

【新座キャンパスで活動する団体】 

13.子どもクラブ Bambino、 14.手話サークル Hand Shape、 

15.ボランティア・パフォーマンスサークル どりぃむ・ぼっくす、 16.アジア寺子屋、 

17.東日本大震災復興支援団体 Three-S、 18.SEMBRAR 

内容 

以下のプログラムを全体で検討し、グループワークで話し合った。 

・ボランティアサミットの意義を理解する。 

・参加団体の自己（活動）紹介 

・各団体の課題を共有 

・グループセッション（活動の現状、世代交代、SNS の活用法、オンラインで試してみ

たいこと等について） 

・新歓活動に向けての具体的な検討 

 

   

          Zoom メインルームの様子               Zoom グループセッションの様子 
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（3）ボランティア・カフェ 

開催日時 

【第１回】 2020 8. 7（金）、 【第２回】 9.1（火）、 

【第３回】 10.19（月）、 【第４回】 11.20（金）、 【第５回】 12.18（金） ※全５回 

第１回、２回は 12：30～13：15、 第３回～５回は 12：35～13：20 （昼休み） 

 

※2019 年度は、池袋計７回、新座計６回（昼休み）開催 

開催場所 オンライン（Zoom によるミーティング形式） 

ゲスト 

【第１回】 

加藤 颯（コミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科３年次） 

寺井 朱里（観光学部交流文化学科４年次） 

【第２回】 

鈴木 美春（社会学部メディア社会学科３年次） 

𠮷𠮷永 桂大（現代心理学部映像身体学科４年次） 

【第３回】 

椿 志野（コミュニティ福祉学部福祉学科４年次） 

窪園 美音（コミュニティ福祉学部福祉学科４年次） 

【第４回】 

杉山 賢汰（コミュニティ福祉学部福祉学科３年次） 

【第５回】 

和嶋 美莉奈（コミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科４年次） 

酒井 理瑚（現代心理学部心理学科４年次） 

三浦 大樹（コミュニティ福祉学部福祉学科３年次） 

参加者数 
【第１回】8. 7（金） ９名、 【第２回】9.1（火）４名、 【第３回】10.19（月） ２名、 

【第４回】11.20（金） ６名、 【第５回】12.18（金） ５名 

内容 

昨年度までのボランティア・カフェは、池袋と新座それぞれのキャンパスでテーマや

ゲスト学生を決めて、ボランティアセンター内あるいは会議室等から、キャンパス間を

テレビ会議システムでつないで開催していたが、今年度は、新型コロナウイルス感染

拡大の影響で、学生のキャンパス入構が制限されていたため、すべてオンラインで開

催することとし、ゲスト学生、参加学生ともに、そして、交替でスタッフも、時には自宅

等からアクセスする形で行った。 

当センターが開催するオンラインイベントとしては、「Online Welcome Week」に続く

企画となったが、「ボランティア・カフェ」は、少人数で対話もできる座談会形式とし

て、ただ一方的に話を聞くのではなく、ボランティア活動の経験者である学生とボラン

ティアに関心を持つ学生が直接対話をすることで、ボランティア活動の魅力がより深く

伝わり、参加した新入生や在学生が、その一歩を踏み出すきっかけになるような方

法や内容を考え企画した。 

各回とも、ボランティアコーディネーター２名とゲスト学生が事前に複数回打ち合わ

せを行い、ゲスト学生の活動経験を詳しく聴いていく中で、限られた時間で伝えていく

メッセージ等を絞っていった。また、申込み人数などにより、当日、ブレイクアウトセッ

ションを行うかどうか等、内容や流れについて、細かく微調整を行い、当日は、学生

同士の関わりをメインに充実した時間を過ごせるよう話を進めた。 

イベント開催情報は、学内ポータルシステムのイベント掲載ページと、ボランティア

センター専用の SNS（Instagram、Twitter）上で告知した。毎回 10 名程度の定員と、

対象を１年生限定の回、または１、２年生のみに絞り、参加応募者が少ない時には、

対象を全学年に広げた。学生が安心して参加できるように、申込みのあった学生の

個人メール宛てに、参加 URL を案内した。 

 

＜概要＞ 

「大学に入学したけれど、なかなか人とつながる機会がない。」「大学時代、勉強

以外何をしたらいいのかわからない。」「大学の中でどうやって友だちを作ればいいの
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だろう？」…等もやもやした想いを抱えている参加学生が、ボランティアと関わりのあ

るゲスト学生とコミュニケーションを取りながら気軽に会話をする中で、「人とつながる

こと」「自分の大切にしていること」「大学生活で何ができるか」など考える。 

昼休みの時間終了後は、コーディネーターは画面から退出して、ゲスト学生にホス

トを切り替え、授業のない学生は、そのまま少しの間学生同士で会話を継続できるよ

うに設定した。 

 

＜主な内容＞ 

【第１回】  

高畠農業体験、清里環境ボランティアキャンプ、RSL ローカル（南魚沼）、学習支

援等の経験を持つ学生による「自分の軸」「大学に入って変わったこと」「共に生きる・

人とつながること」等がテーマ。 

【第２回】  

東日本大震災復興支援サークル活動、高畠農業体験、清里環境ボランティア

キャンプなどの経験を持つ学生による、「気仙沼や高畠の現場で学んだこと、出会っ

た人、悩みや葛藤」「人とのつながりから学んだこと」等がテーマ。 

【第３回】  

ボランティアサークル活動はじめ、東北の復興支援や地域のイベント、高齢者と関

わる活動、子ども食堂、しょうがい児対象の音楽療法、高齢者施設の支援等、様々

な経験をしている学生による、「興味のあるものへの探し方・関わり方」「コミュニケー

ションの取り方」等がテーマ。 

【第４回】 

子どもたちへの学習支援活動、高齢者施設でのボランティアをはじめ、様々な社

会課題に関する活動を経験している学生による、「アンテナを立て、自分の行動の

きっかけを探す」「経済的貧困や社会格差等、社会的課題について考える」等が

テーマ。 

【第５回】 

東日本大震災復興支援、児童養護施設、高齢者施設、しょうがい者スポーツボラ

ンティア、和太鼓、オリパラ委員会、サークル運営等様々な活動を経験している学生

による、「支え合うこと」「誰かのために一歩先に動き出すきっかけ」「４年間ボランティ

アサークルで主体的に活動する中で見えてきたこと」等がテーマ。 

 

課外活動の制限やキャンパスへの入構制限等で、新たな学生とのつながりが難し

かったこともあり、今年度のボランティア・カフェは、これまでボランティアセンターとつ

ながりの多かった学生を中心に声をかけ、学生と相談しながら内容を企画した。 

子ども食堂や学習支援を経験している学生の話を聞いた後で、コロナの状況が落

ち着いたら、実際に活動を始めようと決めた学生もおり、また、先輩より実際の体験談

を聞くことで、参加者は勇気づけられ、一歩動き出すことにつながっている。 

所感 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、未曾有の事態となり、世の中途方に暮れ

る人も多い中、キャンパスにも入ることもできずにいる新入生のために、「何か自分に

できることをしたい。」と名乗りを上げて連絡してきてくれた学生たちの行動には、敬意

を払わずにはいられない。 

また、ゲストスピーカーとして協力してくれた学生たちにとっても、準備や発表などを

通じて、自身の新たな気づきもたくさんあったようである。ボランティアの経験も、その

時経験しただけでそのままの状態にしていると、思い出の１ページで終わってしまいか

ねないが、他者と対話をすることで、経験からさらなる意味を見出し、何らかの形で自

身の中で経験を位置付けていく機会になるのだと改めて感じた。 

このボランティア・カフェは、続けることに意味がある。毎回柔軟にスタイルを変えな

がら、今後も学生のニーズに合った形で続けていきたいと思う。 

今後に向けて 
以前から、本イベントの学生への認知度や広報の面で課題があったが、オンライン

開催となった本年度においても、回によって人数の伸び悩みも見られた。これから動
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き出そうとしている学生の一歩踏み出すきっかけになるイベントであるからこそ、学生

にとってのニーズは何かということを常に考え、内容や周知の方法も含めて、学生の

目線から見たボランティア・カフェを、学生と一緒に考えながら創っていきたいと思う。 

ある時に、ゲスト学生の「学内の情報を活用しなければもったいない！」という発言

に、参加学生が大いに反応していた。コロナ禍でボランティアを取り巻く状況は流動的

で変化も多いが、ボランティアセンターが、学生の頼れる居場所となるよう、日頃か

ら、学生ボランティアサークルなどとの情報交換を行い、継続的に学生を支援をして

いくことが大切だと考える。 

   

 

 

ボランティア・カフェの様子 
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